
　

公
益
社
団
法
人
台
東
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
三
年
度
定
時
会
員
総
会

が
六
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
作
業
所
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

総
会
は
公
益
認
定
法
第
二
十
一
条
第
二
項
へ
の
対
応
な
ど
法
人
運
営
上
必
要
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
例
年
と
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
と
い
う
観
点
か

ら
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
表
彰
式
等
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
省
略
し
、
で
き
る
限
り
委
任

状
を
活
用
す
る
方
法
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
者
の
皆
様
へ
は
、
郵
送
に
よ
り
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
ご
送
付
い

た
し
ま
し
た
。
大
変
、
残
念
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
会
員
各
位
の
安
全
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

定
時
会
員
総
会
は
、
佐
藤
理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
生
沼
仮
議
長
（
会

長
）
が
開
会
を
宣
言
し
、
会
員
15
名
の
出
席
（
他
委
任
状
644
名
）
を
得
、
資
格
審

査
に
よ
り
総
会
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
後
、
高
木
理
事

が
議
長
に
就
任
し
、
議
事
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
事
業
報
告
は
承
認
さ
れ
、
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
も
全
て
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
及
び
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
監
事
の
報
告

・
令
和
二
年
度
事
業
報
告
の
件

・
第
一
号
議
案　

令
和
二
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件

・
第
二
号
議
案　

役
員
の
選
任
の
件

生
沼
会
長
の
挨
拶
（
紙
面
上
）

　
「
公
益
社
団
法
人
と
し
て
十
一
年
目
を
迎
え
、
社
会
や
会
員
の
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

令
和
元
年
度
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
事
業
の

中
止
や
縮
小
に
よ
り
、
昨
年
度
は
受
託
件
数
、
契
約
金
額
は
前
年
に
比
べ
い
ず
れ

も
減
少
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
収
束

を
し
て
い
な
い
状
態
で
す
が
、
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
、
会
員
と
職
域
の
拡

大
に
努
め
、
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
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今
年
度
の
表
彰
者
の
方
々
で
す 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

・
二
十
年
会
員
表
彰　

佐
々
木
良
子
、
板
場　

良
平

窪
田　

郁
博

　
（
以
上
三
名
）

・
十
年
会
員
表
彰　
　

蔵
野　

妙
子
、
工
藤
美
恵
子

木
下　

育
夫
、
村
田　

時
廣

中
島　

正
之
、
齋
藤　

洋
子

小
川　

政
雄
、
南
場　
　

茂

清
水　

サ
ト
、
山
口
イ
ク
ヨ

高
田　

洋
子
、
池
田　

勝
利

堀
場　

政
二
、
青
木　

玲
子

田
中　

和
正
、
根
本　

勝
彦

志
賀　

光
江
、
増
村　

賢
二

小
泉　
　

清
、
岡
本　

建
治

神
谷　

雅
一
、
長
野　

郁
雄

岸　
　

洋
子
、
湯
田　
　

司

柄
沢　

勝
利
、
新
藤　
　

勲

丸
山　

隆
夫
、
高
橋　

徹
舟

菅
井　

嘉
幸
、
牧
野　
　

弘

石
山　

道
子
、
當
間　

英
雄

小
田　

真
一
、
矢
島　

幸
治

長
野
ア
イ
子
、
田
中　

智
子

丸
山　
　

隆
、
山
﨑　

文
夫

桐
敷　

伯
行
、
加
藤　

敏
明

飯
島　
　

悟
、
杉
田
美
千
子

島
田　

和
彦
、
川
田　

彌
生

大
畑　

蔵
吉

　
（
以
上
四
十
五
名
）

・
役
員
表
彰　
　
　
　

中
山　

康
雄

　
（
以
上
一
名
）

令和ニ年度 正味財産増減計算書
科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計

経常収益 383,626,789 円 8,174,592 円 391,801,381 円
受託事業収益 311,446,958 円 1,022,238 円 312,469,196 円
独自事業収益 897,264 円 2,736 円 900,000 円
労働者派遣事業等受託収益 1,812,850 円 0 円 1,812,850 円
受取会費 678,525 円 226,175 円 904,700 円
受取補助金等 68,268,481 円 6,923,262 円 75,191,743 円
受取負担金 186,000 円 0 円 186,000 円
特定資産運用益 592 円 51 円 643 円
雑収益 336,119 円 130 円 336,249 円

経常費用 384,145,434 円 8,174,592 円 392,320,026 円
事業費 384,145,434 円 0 円 384,145,434 円
管理費 0 円 8,174,592 円 8,174,592 円

当期経常増減額 △ 518,645 円 0 円 △ 518,645 円
経常外収益 211,153 円 0 円 211,153 円
経常外費用 0 円 0 円 0 円
当期経常外増減額 211,153 円 0 円 211,153 円
当期一般正味財産増減額 △ 307,492 円 0 円 △ 307,492 円
一般正味財産期首残高 49,294,260 円 3,253,825 円 52,548,085 円
一般正味財産期末残高 48,986,768 円 3,253,825 円 52,240,593 円
正味財産期末残高 48,986,768 円 3,253,825 円 52,240,593 円

 

新
役
員
の
紹
介 

　

先
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
定
時
会
員
総
会
及
び
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
、次
の
と
お
り
新
し
い
役
員
（
理
事
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

理
事
の
任
期
は
二
年
間
（
令
和
五
年
開
催
の
定
時
会

員
総
会
の
日
ま
で
）。

（
敬
称
略
）

令
和
二
年
度
決
算

　

令
和
二
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
及

び
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
普
及
啓
発
及
び
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
就
業
開
拓
に
資
す
る
活
動
な
ど

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
十
年
目
を

迎
え
、
会
員
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
毛
筆

筆
耕
、
パ
ソ
コ
ン
、
折
り
紙
の
各
講
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
元
年
度
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
各
種
事
業
の
中
止
、

会
員
数
及
び
事
業
収
入
の
減
少
等
、
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
は
、
年
度
末
の
会
員
数
九
百
四
十
一
人
、
年

間
就
業
率
六
十
一・
七
％
、
受
託
件
数
二
千
五
百
件
、

就
業
延
日
人
員
七
万
八
百
七
十
七
人
、
配
分
金
支
給

額
二
億
九
千
八
百
九
十
万
八
千
円
、
年
間
契
約
金
額

三
億
一
千
三
百
三
十
六
万
九
千
円
で
し
た
。

　

前
年
度
の
実
績
と
比
べ
る
と
、
会
員
数
八
人
減
、
年
間

就
業
率
六
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
、
受
託
件
数
五
百
五
十
三
件

減
、
就
業
延
日
人
員
一
万
五
千
五
百
五
十
三
人
減
、
配

分
金
支
給
額
三
千
七
百
八
十
八
万
円
減
、
年
間
契
約
額

四
千
三
百
五
十
万
五
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

役
　
職

氏
　
名

備
考

理
　
事
（
会
長
）

生
沼
　
正
篤

再
任

理
　
事
（
副
会
長
）

金
子
　
時
男

再
任

理
　
事
（
常
務
理
事
）
秋
山
　
真
理

新
任

理
　
事

佐
橋
　
勝
枝

再
任

理
　
事

菊
地
真
佐
子

再
任

理
　
事

佐
藤
　
幸
廣

再
任

理
　
事

佐
藤
　
俊
一

再
任

理
　
事

高
木
　
　
勝

再
任

理
　
事

澤
口
　
康
子

新
任
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七
月
は「
安
全・適
正

         
　
就
業
強
化
月
間
」で
す 

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
や
東
京
し

ご
と
財
団
で
は
、
毎
年
七
月
を
「
安
全
・
適
正
就
業
強

化
月
間
」
と
定
め
、
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業
途
上
等

の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
東
京
都
全
体
で
の
事
故
実
績
は
、
傷

害
事
故
五
百
五
十
一
件
、賠
償
事
故
百
七
十
五
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
就
業

件
数
自
体
も
、
減
少
し
て
い
る
た
め
、
障
害
事
故
件
数

は
、
昨
年
よ
り
約
二
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
、
シ
ル
バ
ー
保
険
適
用

と
な
っ
た
事
故
が
一
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

傷
害
事
故
五
百
五
十
一
件
の
う
ち
、
入
院
を
要
し

た
件
数
は
七
十
件
。
そ
の
う
ち
骨
折
に
よ
る
入
院
が

四
十
六
件
（
六
十
六
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
原
因
の
多
く
に
、
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
が

あ
り
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認
識
し
、
無

理
を
し
な
い
こ
と
や
、
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
良
好

な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
等
を
踏
ま

え
安
全
就
業
実
施
計
画
等
を
策
定
し
、
就
業
中
や
就
業

途
上
を
問
わ
ず
、
安
全
就
業
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
や

就
業
現
場
の
巡
回
指
導
の
実
施
な
ど
、
安
全
就
業
に
関

す
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
の
会
員
や
役
員
、
そ
し
て
事
務
局

が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
就
業
を
組
織
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

働
く
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
加

齢
に
よ
る
体
力
の
低
下
は
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
、
骨

折
等
の
事
故
を
招
き
ま
す
。

　
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」「
転
倒
予
防
の
た
め
の

筋
力
ア
ッ
プ
」
で
、
健
康
な
体
を
維
持
し
，
安
全
に
働

き
続
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

安
全
就
業
巡
回
指
導

             

　
　
が
始
ま
り
ま
し
た 

　

六
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
、
安
全
管
理
委
員
に
よ
る

今
年
度
の
安
全
就
業
巡
回
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
、
夏
日
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
天
候
の
も

と
、
鶯
谷
駐
車
場
と
入
谷
駐
車
場
を
巡
回
い
た
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
検
温
・
手
洗
い
を

行
い
、
マ
ス
ク
を
付
け
て
の
訪
問
で
す
。

令
和
三
年
度
東
京
都
連
合
の

安
全
就
業
標
語
の
選
考
結
果

西
宮
　
光
政
さ
ん
（
鶯
谷
駐
車
場　

就
業)

が
、
東
京

し
ご
と
財
団
の
、
今
年
度
の
安
全
就
業
標
語
に
次
の
と
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

・
テ
ー
マ　

危
険
予
知　

　

優
秀
作
品

「
急
ぐ
時
　
そ
の
時
こ
そ
が
　
要
注
意
」

　

来
年
度
の
標
語
募
集
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

会
員
さ
ん
も
マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
就
業
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
、
熱
中
症
に
は
充
分
注
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

来
年
三
月
ま
で
に
、
十
二
回
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
就
業
先
に
お
邪
魔
し
た
時
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト 

　

夏
季
を
中
心
に
熱
中
症
の
発
生
が
相
次
ぐ
中
、
当
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
昨
年
熱
中
症
が
発
生
し
て
お
り
、

体
力
回
復
ま
で
時
間
を
要
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
夏

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
例
年
よ
り
も
い
っ
そ
う
熱
中
症

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
で
就
業
す
る
方
は
、
人
と
の
距
離
を
2
メ
ー
ト

ル
以
上
確
保
し
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

但
し
、打
合
せ
等
で
、距
離
が
確
保
で
き
な
い
場
面
で
は
、

マ
ス
ク
着
用
が
必
要
で
す
。

　

喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
冷
房
時
で
も
、
換
気
は
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
就
業
当
日
の
朝
食
の
未
摂
取
、
睡
眠
不
足
、

前
日
の
多
量
の
飲
酒
、
体
調
不
良
等
が
熱
中
症
の
発
症

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

日
頃
の
健
康
管
理
は
、
熱
中
症
予
防
に
も
有
効
で
す
。

厚
生
労
働
省

「
令
和
３
年STO

P!
            

熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
よ
り
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理
事
会
だ
よ
り 

第
一
回
理
事
会

　（
令
和
三
年
四
月
二
十
七
日
書
面
に
よ
る
決
議
）

・
提
案
事
項

（
一
）
新
規
入
会
の
件

（
二
）
特
別
会
員
の
推
薦
及
び
承
認
の
件

・
報
告
事
項

（
一
）
定
時
会
員
総
会
に
お
け
る
理
事
の
役
割
分
担
に 

　
　

つ
い
て

（
二
）
令
和
三
年
三
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会

　
（
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
書
面
に
よ
る
決
議
）

・
提
案
事
項

（
一
）
新
規
入
会
の
件

（
二
）
令
和
二
年
度
事
業
報
告
の
件

（
三
）
令
和
二
年
度
決
算
の
件

（
四
）
役
員
の
選
任
の
件

（
五
）
①
令
和
三
年
度
定
時
会
員
総
会
の
件

②
定
時
会
員
総
会
の
会
場
の
変
更
の
件

③
議
決
権
の
代
理
行
使
（
委
任
状
）
の
件

・
協
議
事
項

（
一
）
会
員
表
彰
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

（
一
）
定
款
二
十
四
条
第
五
項
に
よ
る
職
務
執
行
状
況

　
　

の
報
告

（
二
）
令
和
二
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

（
三
）
令
和
三
年
四
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

（
四
）
令
和
二
年
度
事
故
実
績

臨
時
理
事
会
（
令
和
三
年
六
月
二
十
三
日
開
催
）

・
審
議
事
項

（
一
）
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

（
二
）
新
規
入
会
に
つ
い
て

 

委
員
会
だ
よ
り 

第
一
回
総
務・広
報
委
員
会　

(

令
和
三
年
七
月
七
日)

議
題

（
一
）
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
七
月
号
に
つ
い
て

第
一
回
安
全
管
理
委
員
会

　
　
　
（
令
和
三
年
五
月
十
二
日
資
料
を
送
付
）

・
送
付
資
料

（
一
）
令
和
三
年
度
安
全
管
理
委
員
に
よ
る
安
全
就
業

　
　

巡
回
指
導
予
定
表
（
案
）

（
二
）
安
全
就
業
巡
回　

施
設
別
実
施
年
度
（
公
共

　
　

施
設
）

（
三
）
令
和
三
年
度
台
東
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

安
全
対
策
実
施
計
画
（
案
）

（
四
）
令
和
三
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
（
案
）
に

　
　

つ
い
て

（
五
）
令
和
三
年
度
安
全
就
業
標
語
に
つ
い
て

第
二
回
安
全
管
理
委
員
会　

(
令
和
三
年
七
月
七
日)

議
題（

一
）
令
和
三
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
に
つ
い
て

（
二
）
令
和
二
年
度
の
事
故
の
概
況
等
（
都
財
団
分
）

（
三
）令
和
三
年
度「
安
全
対
策
実
施
計
画
」及
び「
安

　
　

全
巡
回
指
導
」
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

（
四
）
令
和
四
年
度
安
全
就
業
標
語
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
の
案
内
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
七
か
所
の
病
院
・
集
団
接
種
会
場
で
五
月

二
十
四
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
二
か
所
の
会
場
で
案
内
業
務
に
従
事

し
ま
し
た
。

会場は、こちらです
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パ
ソ
コ
ン
講
座 

　

毎
月
、
60
歳
以
上
の
区
民
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
法
や
、
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
応
用
、
ス
マ
ホ
の
活
用
法
な

ど
幅
広
い
講
座
内
容
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
の
相
談
に
お
答
え
す
る
「
パ
ソ
コ
ン
無
料
よ
ろ
ず
相
談
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
台
東
区
の
「
広
報
た
い

と
う
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

毛
筆
筆
耕
講
習
会 

　

六
月
八
日(

火)

午
前
・
午
後
よ
り
小
島
社
会
教
育
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
カ
タ
カ
ナ
」
と
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」

を
テ
ー
マ
に
毛
筆
筆
耕
の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
受

講
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
毛
筆
の
技
術
向
上
に

取
組
ん
で
い
ま
し
た
。
会
員
を
対
象
と
し
た
毛
筆
筆
耕
講

習
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

会
員
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

折
り
紙
塾 

　

六
月
二
十
二
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
、
小
島
社
会

教
育
館
に
お
い
て
、
会
員
を
対
象
と
し
た
折
り
紙
の
講
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
浅
草
雷
門
提

灯
ー
ハ
ト
―
屋
形
船
」
で
し
た
。
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、

楽
し
く
折
り
紙
の
技
術
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
会
員
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

スマホって、便利！

距離・換気・マスクで感染対策

浅草雷門提灯―ハト―屋形船

会
員
の
広
場

シルバー人材センターの移転について 

　令和 3 年 6 月 22 日、区から、都営小島 1 丁目団地建替えに伴い
区有施設のシルバー人材センターについて移転先を検討中であると報
告がありました。
　移転時期、移転先が分かり次第ご報告いたします。
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隅田公園

上野公園

投
稿
写
真

皆
様
の
投
稿
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

写真撮影　石森　弘さん

祝日名 例年 2021年の特例措置

海の日 7月の第 3月曜日 7月 22日 ( 木曜日 )
オリンピックの開会式の前日

スポーツの日 10月の第 2月曜日 7月 23日 ( 金曜日 )
オリンピックの開会式の当日

山の日 8月 11日 8月 8日 ( 日曜日 )※
オリンピックの閉会式の当日

2021 年の祝日移動について
2021 年の「海の日」は 7 月 22 日、「スポーツの日」は 7 月 23 日、「山の日」は 8 月 8 日に移動します。

※ 8 月 9 日 ( 月 ) は振替休日
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